
がたくさん来ています。和歌山県内であればどの地域でも盛り

上げるイベントを企画していきますと話しています。

都市再生推進法人に指定
　都市再生推進法人とは、都市再生特別措置法に基づき、地域

のまちづくりを担う法人として、市町村が指定するものです。

行政の補完的機能を果たしながら、地域のまちづくりに積極的

に関与することで、民間との連携を通じたまちづくりの推進が

期待されています。西原さんは、行政と民間を巻き込むために

も指定を受けておきたいという思いから申請したといいます。

民間だからこそできる地域の盛り上がりへと話は弾みます。

地域に密着した活動も住民と一緒に
　団体では、清掃活動と

パトロールもスタートさ

せました。当初はスタッ

フが中心でしたが、徐々

に住民も参加してくれる

ように。SNS でアップす

ると反響が大きく、次回

の活動に参加したいという方からの連絡が多く寄せられたそ

う。さらに、パトロールによって、いろんな面でまちの防犯の

ための「抑止力」になると痛感したといいます。

地域社会の絆を強く
　現代では本当に交流が希薄になっていて、多世代交流が必要

と肌で感じていると西原さん。企画の段階から多世代が入り、

交流を通じて地域を盛り上げていきたい、そして将来は地域の

人たちで運動会をするのが夢。地域の人々が集まり、交流を深

める場を提供することで、地域活性化に大きく貢献できるので

はないかと力強く語ってくれました。

地域のつながりはWave に乗って！
　今年 4 月 1 日に和歌山市

から「都市再生推進法人」に

指定された一般社団法人クリ

スタル Wave。代表の西原隼

登さんにうかがいました。

　クリスタル（鉱物）の主成

分となる石英は無色透明で何色にも染まらず、Waveは波に乗っ

て駆け上がりたいという思いを込めて、クリスタル Wave と名

付けました。事務所は介護相談センター「ピース＆ピース」と

同じ住所。クリスタル Wave のスタッフがピース＆ピースの職

員でもあったからで、介護の仕事をしながら地域のために仕事

をしていたそうです。

まちづくり活動へ本格的スタート
　本格的に地域のための活動をするには「介護の仕事の片手間

でしているとは思われたくない」と、まずはまちづくりに特化

し地域社会の絆を強め、盛り上げていくことを目指して、4 名

で活動をスタートさせました。現在はメンバーも増え 10 名で

活動しています。

　昨年9月24日に和歌山城砂の丸広場で“和歌山ええとこ祭り”

を開催しました。会場では県内の企業や団体による飲食コー

ナーやゲームコーナー、体験コーナーが設けられ、多くの家族

連れで賑わいました。他の会社や団体からは協賛金はもらわず、

「クリスタル Wave さんなら大丈夫」という信用を得て、今後

もパワーアップさせて継続していく計画。

　今年 5 月 3 日には白良浜

の海開きにあわせて開催さ

れた「ティラノサウルス

レース」も開催したところ

大人気で、県内外の行政や

観光協会から “ティラノサ

ウルスレース” のオファー

★ 日程は都合により変更になることがありますので必ずご予約ください。
★ 上記とは別に、オンラインによるご相談、概ね 5名以上のグループを対象とした県内出張NPO相談も実施しています。

■ NPOのための防災講座
　いつ、どこで災害に遭遇するかは誰にもわかりません。自宅
だけではなく NPO・ボランティア団体の活動場所・事業所等に
も備蓄品を備えておきましょう。
　備蓄品にはどのようなものがいいのか、災害時の食事や睡眠
について、そして身近なもので簡易トイレを作る実習を交えた
講座を開催します。ぜひご参加ください。
【日　時】7月 24 日（水）13:30 ～ 16:00
【場　所】和歌山ビッグ愛 9階会議室 C
【講　師】和歌山市地域安全課・和歌山イ
コール会議防災部会
【参加費】無料
【申込み】QRコードからお申し込みいただけます。

■ 長尺プリンタ印刷代行を受け付けています
　和歌山県 NPO サポートセンターでは、長尺プリンタの「代
行印刷」事業を実施しています。
　【1】 センターの利用団体登録がまだの場合は登録をお願いし
ます（電子ファイルの送付で可能です）。
　【2】原稿と申込書をセンターにお送りください。印刷後、筒
に入れて事務所等にお送りします。
　Word または PowerPoint で作成される場合は専用のテンプ
レートがあります。A1 サイズを超える PDF 形式の場合は幅
610mmとし、実寸サイズで作成ください。
　【3】 料金を銀行振り込みでお支払いください。料金は① 印刷
費実費（1mにつき 100 ～ 200 円が目安です）と② 送料（印刷
物の重さにより異なります）に手数料 700 円（税込）を加えた
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和歌山県NPO・ボランティア情報紙 わか愛愛

発行・編集　和歌山県NPOサポートセンター（指定管理者：NPO法人わかやまNPOセンター）

和歌山県環境生活部 生活局 県民生活課（和歌山県庁本館 2F）
TEL：073-441-2053　　FAX：073-433-1771
メール：e0313002@pref.wakayama.lg.jp
URL：https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031300/npo/

[ 本紙は古紙再生率 70％以上の再生紙を使用しています ]

和歌山県NPOサポートセンター （県民交流プラザ和歌山ビッグ愛9F）
TEL：073-435-5424　　FAX：073-435-5425
メール：info@wakayama-npo.jp　URL：https://www.wakayama-npo.jp/
受付時間：火曜日～土曜日　9:00 ～ 20:50　日曜日　9:00 ～ 17:30
休館日：月曜日・祝祭日・年末年始（12/29 ～ 1/3）
【指定管理者：認定特定非営利活動法人わかやまNPOセンター】

NPO に関するご相談は

一般社団法人クリスタルWave（和歌山市）NO.74

2024
July
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隔 月 発 行

TA K E  F R E E橋本市市民活動サポートセンター
■相談日：原則毎月第 2水曜日の 10 時～ 16 時
■場　所：橋本市保健福祉センター 2F
■相談予約電話番号：0736-33-0088　FAX：0736-33-0095
■対　象：原則として橋本市内に拠点を置き活動中、または活
　　　　　動しようとする団体

田辺市市民活動センター
■相談日：原則毎月第 2金曜日の 10 時半～ 16 時
■場　所：田辺市民総合センター 2F
■相談予約電話番号：0739-26-9833（FAX 同番号）
■対　象：田辺市を中心とした紀南エリアで活動中、または活 
　　　　　動しようとする団体

田辺市・橋本市での NPO 出張相談

和歌山県 NPO サポートセンターからのお知らせ

一般社団法人クリスタルWave
〒640-8317 和歌山市北出島 12-7
https://crystal-wave.net/

　和歌山県NPOサポートセンターでは以下の 2カ所で毎月 1回、NPO出張相談会を開いています。NPO法人設立・運営・役員変更・
定款変更・認定 NPO 法人等に関する様々なご相談を受け付けています。ご利用は無料ですが、事前に各センターへ団体名・相談内
容等をお知らせいただき、予約をお願いします。なお、1件あたりの相談時間は 1時間以内です。

額です。
　申し込み方法などの詳細はホームページ「わかやまNPO広場」
に記載していますので、あらかじめご確認ください。また、時
間には十分余裕をもってご利用ください。

■ 「わか愛愛」電子データでの送信について
　和歌山県 NPO・ボランティア情報紙「わか愛愛」は奇数月に
発行し、県内外の約 1,200 件に郵送しています。しかし、昨今
の物価高騰による印刷コストの上昇のほか、今秋に郵便料金が
引き上げられることが決まり、情報誌発行・発送に関するコス
トが大幅に高くなることが想定されます。また、省資源の観点
からのご要望もいただいていたこともあり、NPO・ボランティ
ア団体のみなさんを対象に、今夏より情報紙紙面の電子データ
での配信を開始します。各団体のみなさまには順次、意向確認
をさせていただきますが、可能な範囲でかまいませんので、電
子データでの送信に切り替えをいただけますと幸いです。　

■ サポセン Instagram開設！
　和歌山県 NPO サポートセンターでは Instagram でも情報発
信を開始。Facebook ページ、X（旧 Twitter）、Instagramで様々
な情報を発信しています。ぜひフォローください。

田　辺　市 橋　本　市

表紙：一般社団法人クリスタルWave

p.1  ：特集　助成金獲得紙上講座 2024　

p.2  ：助成金＆公募情報

p.3  ：和歌山県NPOサポートセンターからのお知らせ
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白良浜にティラノサウルス集結白良浜にティラノサウルス集結

清掃活動のメンバー清掃活動のメンバー



助成金 & 公募情報
「みんなにジェンダー平等」提案事業 企画募集
【対　　象】　県内のNPOなど地域で活動している団体・グルー 
　　　　　　プ等
【対象事業】　①政策・方針決定過程での女性の参画の拡大
　　　　　　②働く場と家庭における男女共同参画の推進
　　　　　　③さまざまな分野における男女共同参画の推進
　　　　　　④男女間のあらゆる暴力の根絶
　　　　　　⑤男女が互いの性を尊重する意識づくり
　　　　　　⑥困難な状況に置かれている人への支援
【助成金額】　委託事業として 1事業 5万円上限、5団体程度
【応募期間】　7 月 20 日（土）必着
【主　　催】　和歌山県ジェンダー平等推進センター “りぃぶる”
　詳細は以下のウェブサイトからご確認ください。
　https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031501/kouzaevent/d00217286.html

住まいのまちなみコンクール
【対　　象】　良好な景観が形成されている、もしくは形成の過
　　　　　　程にある一体的な住宅地において、住まいのまち
　　　　　　なみの維持管理活動を行っている団体など。法人
　　　　　　格の有無は問いません。
【助成金額】　1 年あたり 30 万円を 3年間
【応募期間】　7 月 31 日（水）必着
【主　　催】　一般財団法人　住宅生産振興財団
　詳細は以下のウェブサイトからご確認ください。
　https://www.machinami.or.jp/

Panasonic NPO/NGOサポートファンド for SDGs
【対　　象】　①国内助成…日本国内の貧困の解消、または貧困
　　　　　　と関連のある問題の解消に向けて取り組むNPO
　　　　　　②海外助成…新興国・途上国内など、支援を必要
　　　　　　としている国・地域で、貧困の解消、または貧困
　　　　　　と関連のある問題の解消に向けて取り組むNGO
　　　　　　①・②共通…民間非営利組織であること、団体設
　　　　　　立から 3年以上であることが条件
【対象事業】　1）組織診断からはじめるコース… 1 年目に組織
　　　　　　診断で組織の優先課題と解決の方向性を明らかに
　　　　　　し、組織基盤強化計画の立案と実施、2 年目以降
　　　　　　は組織課題の解決や組織運営の改善に取り組む
　　　　　　2）組織基盤強化コース…既に組織の優先課題と
　　　　　　解決の方向性が明らかとなっており、立案した組
　　　　　　織基盤強化計画に基づいて、1 年目から具体的な
　　　　　　組織課題の解決や組織運営の改善に取り組む
【助成金額】　1）は上限 150 万円、2）は上限 200 万円
　　　　　　1）は助成事業終了後、2）へ応募が可能。2）は
　　　　　　2年まで継続可能（それぞれ審査あり）
【応募期間】　7 月 16 日（火）～ 7月 31 日（水）必着
【主　　催】　パナソニックオペレーショナルエクセレンス株式
　　　　　　会社、特定非営利活動法人市民社会創造ファンド、
　　　　　　特定非営利活動法人国際協力NGOセンター

　詳細は以下のウェブサイトからご確認ください。
　https://holdings.panasonic/jp/corporate/sustainability/citize
　nship/pnsf/npo_summary/2024_recruit.html

パタゴニア環境助成金プログラム
　空気、大地、水を守り、気候変動への解決策を見出すことに
全力を傾ける団体や、絶滅の危機に瀕している動植物の保護活
動など、問題の根本的な原因を見極め、働きかけ、そして長期
的な視点で問題解決のアプローチを行なっているグループを支
援します。
【対象団体】　民間非営利団体。問題の根本的な原因を見極め、
　　　　　　働きかけ、長期的な視点で問題解決のアプローチ
　　　　　　を行なっているグループを対象とします。
【助成金額】　1 団体あたり 50 万円～ 200 万円。内容によって
　　　　　　は上限を超えることも認めます。
【締め切り】　8月 31 日（土）必着
【主　　催】　パタゴニア日本支社
　詳細はウェブサイトをご覧ください。
　https://www.patagonia.jp/how-we-fund/

公園・夢プラン大賞 2024
　全国の公園緑地等を舞台に、市民による自由な発想で実施さ
れたイベントや活動、これからやってみたいアイデア・プラン
を募集し、審査・表彰するもので、公園を楽しく使いこなす人々
をさらに増やしてゆくことを目指しています。
【対　　象】　自薦・他薦を問わずどなたでも応募可能です。
　　　　　　他薦の場合は実施者の了解を得てください。
【対象活動】　1）実現した夢部門…2020 年 1 月以降に公園で実
　　　　　　施されたイベント・活動
　　　　　　2）やりたい夢部門…公園でやってみたい、でき
　　　　　　たらいいな、というイベントや活動のアイデアを
　　　　　　募集
【表彰内容】　1）2）ともに最優秀賞 1 本、優秀賞 2 本、入賞 5
　　　　　　本。賞状と副賞としてギフト券を贈呈。
【締め切り】　9 月 27 日（金）必着
【主　　催】　一般財団法人公園財団
　詳しくはウェブサイトをご覧ください。
　https://yumeplan.prfj.or.jp/

【各種情報はメールマガジンでも配信中！】
　和歌山県 NPO サポートセンターに届くイベ
ント情報や助成金情報等を毎月 1日・15 日（休
館日等と重なる場合は翌開館日）に発行してい
るメールマガジンは こちらの QR コードから配信登録ができま
す。または info＠wakayama-npo.jp へ配信を希望するメールア
ドレスをお知らせください。

　みなさんからのイベント情報もお待ちしています。和歌山県
NPO サポートセンターまでメールまたは FAX 等でお知らせく
ださい。なお、メールでチラシ等の電子データをお送りいただ
きましたら、そのデータをそのまま情報ブログに掲載させてい
ただくことができます。ぜひご活用ください。

　和歌山県NPOサポートセンターでは時おり助成金講座を開催しています。また「わか愛愛」でも 2014 年に「助成金・
補助金獲得紙上講座」を掲載していますが、この間の社会情勢の変化などを受けて、2024 年度版として改めて紙上講
座をお届けします。

助成金・補助金獲得　紙上講座 20 2 4

助成金を出す側の想いとは
　「助成金や補助金（以下「助成金」と記載します）がほ
しい」という NPO・ボランティア団体の声をよくうかが
います。なかには活動資金を獲得する手段のひとつとし
て助成金の獲得を目指すという団体もありますが、助成
金を出す側は、お金を出すことが目的ではないことに注
意が必要です。有効な活動をおこなっていただくことが
助成金を支出する側の最終目的です。逆にいえば、「お金
を出して応援したい」と思ってもらえるような活動であ
ることが求められる、といえます。

ネットを使った応募が増加
　情報通信技術の発展などにより、助成金申請は電子申
請や電子メールの活用が格段に増えています。
　専用サイトでのオンライン申請や、専用サイトにデー
タをアップロードする形でのみ申請を受け付ける事業も
増加しています。なかには専用サイトを利用するための
ID とパスワードを事前に取得する必要があるものもあり、
この場合は特に早めの準備が求められます。
　一方で、従来通り郵送等での応募を求めているものも
あります。最近は郵便配達の所要日数が伸びていますの
で、締切日必着なのか消印有効なのか、書留郵便である
必要があるかなど、十分確認してください。

多彩な手段で情報を入手する
　助成金に関する情報は、和歌山県NPOサポートセンター
のほか、各地の市民活動センターやボランティアセンター
などに届いているケースが多いので、利用登録をするな
どして情報を入手することをお勧めします。
　なお、このようなセンターには届かない助成金情報も
あります。和歌山県関係の事業であれば「わかやま県政
ニュース」、市町村関係の事業であれば市町村の広報紙な
どにも掲載されていることも。多彩な手段で情報を入手
しましょう。

募集要項を熟読する
　応募方法に加え、助成金額や助成割合（自己負担の有
無等）、助成対象となる事業の実施期間、充当できる費用
の種類や上限額の有無、助成金の入金時期・入金方法な
どは募集要項等に記載されています。これらは知らなかっ
たでは済まされません。
　特に、助成金が充当できる費用の種類や上限額の有無

特集

は事業全体の組み立てに、助成金の入金時期は団体の資
金繰りに、それぞれ大きな影響を及ぼしますので、十分
な確認が求められます。特に、助成金が全額後払いとな
るケースは注意が必要です。
　また、応募書類の作成方法については「書類はパソコ
ンで作成し、文字の大きさは 10.5 ポイントとします」
「200 文字以内で記載してください」「添付書類は A4 判 2
枚までとします」などのような指示があるケースも少な
くありません。こうした指示に従っていない応募は審査
対象にすらならないこともありえます。
　また、自治体や社会福祉協議会などの推薦状の添付が
必要という場合は、作成に必要な日程を見越して、でき
るだけ早く依頼しましょう。

審査する側の気持ちを考える
　助成金の審査員には当該分野に精通された方が多くい
らっしゃいます。そうした方々に事業の有効性をアピー
ルすることが求められますので、申請書には説得力が必
要です。事業をおこなう必要性や事業により期待される
効果などを、可能であれば数字などを活用しながら具体
的に、かつ端的に記載することが採択への早道といえる
でしょう。
　なかには、団体の取り組みを審査員に伝えたいと思っ
て長々とした文章になってしまうケースが見受けられま
すが、審査員は多くの団体の申請書類を同時に確認しま
すので、冗長な文章は伝わりづらくなります。
　応募書類は団体内はもちろん、第三者にもみてもらう
など、団体のことをあまり知らない方が見ても、やりた
いことが通じるかどうか確認することをお勧めします。

団体プロフィールは事前に準備可能
　一般的な助成金の申請書類には、団体の基本情報とし
て、団体名や所在地、設立時期などのほか、団体の目的
や主な活動、団体が有するビジョンなどの記載が求めら
れます。これらは助成金申請のたびに変わることはない
項目ばかりですので、あらかじめ準備しておくと書類作
成の手間が省けます。
　和歌山県NPOサポートセンターでは、NPO・ボランティ
ア団体の情報を登録できる、日本財団公益データベース
「CANPAN」（https://fields.canpan.info/）への登録をお勧
めしています（利用無料）。こちらで団体情報をまとめて
おけば、申請書類に転載するだけで基本情報が書き込め
ます。ぜひ利用を検討してみてください。


